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1.はじめに
1)問題の背景
日本の高度経済成長は,都市-の人口の一極集中と農山漁村からの人目流出を前提とし
た.その発展は都市の人口過密による生活環境の悪化,農山漁村における一次産業の担い
手の減少,過疎･高齢化の進展,農山漁村の集落機能の低下を引き起こし,都市･農山漁
村の両軸にそれぞれの課題をもたらした.しかし少しずつではあるが都市と農山漁村の距
離を埋める動きとして,1980年代から直売所や,食のイベント,観光農園,農業公園,農漁
家レストラン,農家民宿など,都市と農村の交流を拡大する取り組みが増大し,農山漁村-
の旅行の需要の増加が指摘されている(詑1 ) .都市仁清者が農山漁村の過ごし方として望
むものには,財団法人都市農山漁村交流活性化機構〔13〕の調査結果がある.それによると,
1位が｢美味しい食を楽しむ｣ ,2位が｢美しい農山村風景を訪ねる｣であり,農山漁村で
提供される食は都市と農山漁村を結ぶ素材として需要が高い.
本稿では,こうした都市生活者のニーズ-応える場所としての農漁家レストランに注目
をし,その事業目的と経営者がその日的達成のために行っている独白U)工夫に着目しよう
としている(詰2).観光農園や,直売所,食のイベントなどば農家の生活空間とは別の場所
で食が提供されるのに対し,特に自家を利用した農漁家レストランは,農漁家の生活空間や
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生産地に人を呼び込むスタイルである.農漁家の生活空間や生産地において提供されてい
る｢食｣が応えている需要とは何であろうか.
持続した経営基盤のためには,その事業目的や手段が,消費者の需要に応える必要がある
しかし,既存研究では農漁家レストランは,グリーンツーリズムや女性起業,内発型アグリ
ビジネスの一環として捉えられているにとどまり,その事業日的,手段,成果への着眼から
の研究が少なく,農漁家レストランとしての独自の目的とそれを実現するための手段,提供
されている食が持つ意義についての研究が十分に展開されていないと考えることができ
る.
2)既存研究の整理
農漁家レストランに限らない｢地域の食｣が持つ　一般的な役割については,加藤〔4〕
がある.加藤は,地域における｢食｣を,単なる農業牛産物としての側面だけではなく,伝
統･文化など, "ローカリズム"の象徴としての側面があり,地域の様々な情報の中心と見
なすことができる｣と述べている.ここでは｢地域の食｣が持つ広い可能性が指摘されてい
るが,その定義は述べられていない.
グリーンツーリズムの枠内での農家レストランの位置付けについては井上〔2〕が詳し
い.この報告書では,地域の独自性(アイデンティティー)が経営の持続可能性のポイント
だと述べられている.また井上〔2〕は, ｢地域活性化に農家レストランが寄与するために
は,地域固有の自然,歴史,産業,社会的伝統文化に関わる物的資源,地域に蓄積された仕
産･生活に関わる技術,ノウ-ウ,人的資源の掘り起こしが重要である｣と述べている.こ
うした地域特性に某づいた地域資源とその活用が,地域活性化に関係する農家レストラン
の特徴である.
津野〔10〕は農村女性起業としての農漁家レストランの特徴や意義を解明するために,東
北地方の農漁家レストラン経営者と利用客にアンケート調査を実施し,以下のようにまと
めている. ｢農漁家レストランの特徴は,農産物の加工だけではなく,素材の良さ,咲,内装,
居心地等の様々な要素によって構築され,農産物を生産･調理･提供する人とそれを求めて
くる人が出会う場,食を通じた農村の窓口や情報発信の場,都市と農村の交流を重視するグ
リーンツーリズムの役割を担っている｣と述べている.津野は農漁家レストランの役割を幅
広く位置づけている.
農漁家レストランを｢食文化｣の視点から分析し,その成立条件について論じたものには
中村〔8〕があり,農家レストランを｢食文化聖アグリビジネス｣と位置づけている.中村
〔8〕は食文化型アグリビジネスの定義を, ｢農村地域の住民自らが地域農産物および地域
自生植物を食材とし,生産(採取) -調理･加工一販売することをもって地域内農産物の高
付加価値化と地域経済発展を目指すビジネス｣と定義をし,その成立条件の検討を京都の
｢お食事処きたむら｣という農家レストランを対象に分析している.ここでは,経営分析も
行われている.持続可能な農漁家レストランの成立の要件として中村は,地域農産物の高付
加価値化,伝統食の活用,農と食のつながりを経営体が意識することを指摘している.
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このように,農漁家レストランはその役割としては,地域の独自性(地域資源)の活用,農
村の情報発信,交流拠点,地域情報の集積などが述べられている.
しかし,その前提となる持続性という観点に立ってみると,地域農産物の付加価値化,伝
統食の活用,農と食のつながり-の意識,という視点にとどまっており,その事業目的と手
段の適切性-の分析は不十分である.事業目的はその事業の特性や広がりを作る軸として,
最も重要なものと考える.
3)研究目的
本研究では,農漁家レストランの持続性を意識しながら,その事業目的と手段を明らかに
することを目的とする.また農漁家レストランには,自家を利用したものから直売所に併設
しているものまでその形態には多様性があるが,本稿では自家を利用した農漁業家レスト
ランに着眼をする.その理由は,前述した通り,農漁家レストランと他の都市農村交流の形
態とoj大きな違いは,農漁家の常吉空間に都市牛活者を呼び込むことにあるからである.そ
してそうした生活空間において生産地が持つ独白の食文化に触れることに,農漁家レスト
ランが持つ重要な特質があると考えるからである.こうした違いを明確に意識した上で,農
漁家レストランの事業目的とその手段を明らかにする.
農漁家レストランの一般的な定義は｢農家が自家または地域の食材を調理して提供する
こと｣であるが,農漁家レストラン経営者は広範な事業目的を有し,それは立地地域の課題
や経営者自身の問題関心と関係する.このことも大きな農漁家レストランの特徴である.
調査対象は, 10年以上経営を継続させている東北地方の宮城県を対象とする.宮城県を
対象とした理由は,女性起業数が多いとされている東北地方の中でも,宮城県の農漁家レ
ストランが最も数が多く先進地域とされているためである.
4)分析対象と分析方法
調査対象としては,特に事業目的が多岐にわたっている農漁家レストランを3軒抽出し
た. 1軒目は,仙台市から車で2時間の七ヶ宿町にある｢農民そばや芭蕉庵｣, 2軒目は仙
台市から車で2時間の石巻市河北町にある｢農漁家レストランのんびり村｣, 3軒円は同様
に,仙台市から車で2時間の田尻町｢体験農家レストラン蔵楽｣を選定した.
調査時期は, 2002年8月から2013年2月にかけて断続的に実施した.
調査方法は,事業目的と,それを実現するための手段の関連性を掘り下げて把握するた
めに,ヒアリング調査を実施した.
註1)じゃらんリサーチセンター(2012)の調べによる.
2)農漁家レストランとは,現在の農林水産省の定義では, ｢農漁家が自家または地域の食材を調理した
形で提供するレストラン｣のことを指し,現在では全国に1390ほどの数が存在する(農林水産省)
｢農業･農村の6次産業化総合調査結果｣ 2013.
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2.調査対象の概要
調査対象のレストランの概要は,以下の通りである.各レストランは,開業の背景が立地
地域の歴史的･時代的背景と密接に関連し,地域の第一次産業の在り方や地域コミュニテ
ィの在り方に影響を受けている.
第1表　調査対象の概要(2010)
レストラン名 僥ﾙ?(R?ﾌんびり村 僞?"?
南東年 兌ﾙ??D?平成5年 兌ﾙ??D?
所在地 俯X9h?*ﾂ?ﾎ巻市 ?9?*ﾂ?
縫管肴.性別(年齢) 葺?ﾉ&ｩ?ゴXﾜ竰?氏,女性-62歳 ??&ｩ?ﾃSXﾜ?
組告面接 仆ﾉI?F??s明 兔CV?ﾉnﾈﾝ??ﾂ?
主たる生き物 仆ﾉI鶫nﾈﾝ?魚､野菜 ?zI¥JInﾈﾝ?
地場区分 伜(ｭIE?i&闔b?ｽ地農漁村 兌ﾙ&颱?i&闔b?
経書精細 ?ｨｼiE?b?鼡ﾆ展漁家 ?ｨｼiE?b?
農東労置力 ?kﾂ曳ｹ??2名(本人夫) ?kﾂ曳ｹ?ﾜｒ?
教書レストランの位置づけ 傀ｩ;????i?詹&?b?X,H,ﾈ見'YWH*?所得は他の販路から得てお り､農家レストランを所得の中 心には位置づけていない 傀ｩ;?ﾙ?,ﾉLﾉц*?r??H*?蟹E?h8ﾈ5?x8?98/?ｩ;?ﾉ(i?,?ﾒ?ｩ'X,8*?H*(,?"?
レストラン徒嘉具 ?kﾂ緯に??頂4?ｲ??86sIkﾂ?{人のみ ?kﾂ緯ｒ?
車軸売り上げ ??SS永ﾈ冷?50万円 ?S?ﾈ冷?
事象所持 鼎?iﾈ冷?s明 ??iﾈ冷?
メニュー平増車置 都C??2,500円 民宿(6.000円～7,000円) ?ﾃ???
言葉期晴 ?ｩD阮8ｼb?ﾊ年営業 ?ｩD阮8ｼb鵜册ｨｯｨ,ﾒ?鮎b?
言葉暗面 ????X鰾?2時～15時 19時～21時 冰ﾉo???h,B?
千綿の有意 冰ﾉo??R?ｮ全予約制(1日1組) 亂?9uﾉo?r?
意義 ?Y???5席 鼎??
主なレストランメニュー ?ｩ??ｨ+ｸ,篷?+ｸ,篦?ｸ,?ﾉvx+?IXZH+ｸ,?6h5X?6zI??ｨ+ｸ,?5ｨ6(6zI?+ｸ,?ｨ6(6x,?,r?尓lの定食(平爪かに.演 の幸ごはん( 鵜おまかせ(季節の魚のさ しみ,ひらめ,あいなめ.すず き,たこ.はたて.サーモン等 つぶ,はたて,かに料理,小 鉢.汁物,地元野菜等) ?ｹ?ｧ??ｈ詹?+?ｲ?篷=?ﾈ*?x?韶萎ﾂ????7?ｸ5(92?ﾈ??ｨ?5x,ﾉ?.畏x.ﾘ+停???り5ﾈ7???5ﾈ6?5ｸ6ﾘ??
主な休職メニュー,重電 伜ｹI?X+??xﾗXﾜ?ｽ?体験メニュー(カニ取り体験や ?ﾈﾋ??ｨ8X??ﾈ?5ｨ??xﾞﾈ.?ﾈﾋ?(ｻﾉI?R?隣小中学校) ?H,ﾈ.?ﾈﾋ??r?ち体験収穫体験な ど) 
使用食材 ?ｹE?(,ﾈｻﾉI饉"ﾉ7俚"?ﾈ*?(*る5????ﾂ?ﾈ,?(ﾛｹ9ﾂ?ﾘ.???,r?ｩに.かき.いくら,さけ.ひら め,あいなめ.すずき,たこ.は たて,サーモン.つぶ.はた て〟かに. 偸II饉*I=?r????ﾈ?5ｨ?5zInﾈﾝ械?JH488???x,ﾈｹｲ?
食樹入手纏鶴 ?俯X9h?蜩???k9E?(,ﾈｻﾉI饉"?nﾈﾝ?ﾈ?Z?X.ﾘ+8-?,ﾘ+?ﾘ,"?俛????R??(*?H+R?ｹ9ﾂ?ﾘ.??揵I饉"?Z日家産100% ･魚類,栄.野菜 傚?ｨ徂蜥?ｻﾉI饉"?=?r???Y¥B????Ynﾈﾝｃ?R?尨-ﾘ,x.右?ﾘ蜥?=?rン???自Ix蜩????
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調査対象とした3つのレストランのうち,最も早い時期に開業したのは平成5年に開業
したのんびり村で,民宿とレストランを併設させている.のんびり村のある旧河北町は,
2005年に石巻市に合併され, 2004年当時の世帯数は3,572であった.旧河北町は,主に農
業と漁業を行う半農半漁の町である(註1).営業期間は通年で,民宿は1泊限定5名から
15名の1組に限定し,人数に制限をかけることで,丁寧な交流を重視している.使用して
いる食材は,自家で採れたものが中心､である.
七ヶ宿にある芭蕉庵は,元町役場職員のY氏(男性)が,地域の耕作放棄地の減少を目的
に蕎麦生産を行い,その蕎麦を用いた蕎麦やを経営することで所得獲得を目的としたレス
トランである. 2010年現在,七ヶ宿町の人口は1,726人で,高齢化率は43.1%である.ヒ
ケ循町の耕作放棄地は農地面積の5% (田383ha　畑418ha)である(註2).
田尻町にある蔵楽は,農業や農家の暮らしを消費者に伝えることで生産した牛産物を買
い支えようとする消費者を増やすこと,さらには楽しんで農業をする農家の姿を示すこと
で,農業の新規参入者を一人でも増やし定住人口を増加させることを目的としている農家
レストランである.田尻町は,人口12,000人の町で,人口の約6割が稲作と畜産を営む町
である(註3).扱っている食材は,主に自家産の豚肉,野菜,米で,ソーセージ作り体験や
蕎麦打ち体験,収穫体験などを実施している.
詰l)河北町ホームページ.
2)宮城県統計資料｢七ヶ宿町｣ 2010.
3)田尻町ホームページ.
3.農漁家レストランの事業目的と実現手段
1)農漁家レストラン経営者の事業目的
農漁家レストランの事業目的は地域や経営者が抱える問題意識と関係が深く,その後の
ビジネスの展開方向を決める.第2表に,創業時からの事業目的と経営者の問題意識との関
係について整理した.
農民蕎麦や芭蕉庵は,地域の進展する高齢化に伴う耕作放棄地に,元役場職員であったY
氏が危機感を抱き,その対策のために出来た農家レストランである.事業目的は,①地域の
耕作放棄地の減少, ②特産品の開発による誇りの形成,③所得の獲得,④持続的な地域社
会の形成,の4点である.Y氏は,地域の誇りを作るという最終ゴールを目指し,蕎麦の牛虎
と蕎麦による店舗経営を行っている.
のんびり村のS氏は,地域で捨てられている食材を活用するという目的のもと,活用の場
を作るために農漁家レストランを開業した.ゆえに,事業目的は,①地域では食されている
が市場では価値がない食材を,料理として提供することによる食材の商品化,②料理を提供
することで地域に人を呼び込み地域の魅力を発信すること,の2点である.問題意識は,地
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域で商品化されていない食材を活かすことだが,それを料理として提供することを通し人
を呼び込み｢地域の人しか知らない魅力｣を総合的にプロデュースしている.問題解決を軸
に,魅力発信や呼び込むことなど総合的な取り組みにまで発展させていることが大きな特
徴である.
第2表　経営者の農家レストランの位置づけと事業目的(2010)
表書時からの事書目的 俤y8ﾈ鳧,ﾉ?ﾘy?,ﾆ??ｻ2?柾ﾛ目的のポイント 
農民着実や ?ｸﾖｸﾞﾉ_ｨｯﾉ&???x+ZH鰮??Eﾂ??ﾈ/?ﾈ.?尸X迂?h*(*I<?儼??ﾈ.蟹&闔h,ﾂ?h.??ﾈ.??ｻﾉI?h蝌/?ﾉZｨ,引ｩ;??x.?過疎.高齢化に伴い耕作放棄地が増 ??ｸﾞﾉ_ｨｯﾉ&?ﾈ諍w?t??儼?ﾈ､ｩJﾒ?加o町の公務員だった経営者は､特続 (ﾍh.?ﾈﾆ?ﾂ?
芭基経 刮ﾂ能な地域形成のために､誇りとなる特 ?8?;?ﾈｦﾉ;?
産品が必要であると考えたo ?H鰮??Eﾈ,?闔h?檍,ﾂ??ﾂ?
のんびり村 ??闔h,X,ﾈ-ﾙ?-x.x.ｨ,H*(.?hﾝ????88?ｹ??8?ｸ8ｸ､ﾂ??&闔h､?河北町でのみ,美味しいと食されている ｢ヒラツメガニ｣というカニが.市場では価 値がないとされて売ることができない現 状があり勿体ないと感じていたo ??闔h?ﾋ?ﾈⅹV?ｲ?の人に商品として提供をする 刧A人を呼び込む 
音地域に人を呼び込み地域の魅力 を発信する 刧B地域の魅力発信 
農業 ?ｹE?h,ﾉ^?x+X.)E?h,?(*(,H??尓ﾄ価闘争で東京に行くたびに､消費 者が農村に関心や理解がないことを痛 嫡I?ﾍﾙyﾘ?,?h.倡?h薰?
黄者に伝え､最終的に買い支えをし 亅H?ﾚ?8,ﾉE?ｨ,?ﾚH?N?(,h,ﾉ?ﾍﾒ?
農村を支える人口を増やす 凉ﾘ?/?8+yvx*ｩTｹwh,hﾖﾈ*h+ﾒ?ﾌ増加 
音農家の暮らしの面白さ討云え､定 ??ﾈ,ﾈ5?ﾘ?9868?8ｨ5??ｩ???,?R?A定住化促進 
住人ロを増やす ??陌?X*ｸ,H*(,?(+?h,亰駭(*ｨ*??+ﾘ??
蔵楽のS氏は,町のグリーンツーリズム協議会の委員長時代に,ロマン館という食の体験
施設のツーリズムに参加をしていた.しかし,そこでのツーリズムは大人数にしか対応でき
ていないところに問題意識を抱き,家族や友人同士など少人数に農家のありのままの暮ら
しを伝えることができる場を提供したいと考え,農家レストランを開業した. 150年になる
養蚕の蔵や,農機具を見えるところに出しておくなど,畑や生活の現場を見てもらいなが
ら食事をしてもらうことが一番農業や農家のことを伝えることができると考えている.
このように3軒の農漁家レストランは,地域の課題の解決のために農漁家レストランを
開業し,その対応こそがそれぞれの農漁家レストランの特徴を作り上げている.
2)事業目的と手段,提供している食の対応関係
前項で見たように各レストランの事業目的は経営者の個性,置かれた立地条件により多
様であり,店舗の個性を作りあげる.それでは,各レストランはそれぞれの事業目的を実現
するために,どのような工夫を行っており,いかなる手段や方法を用いているのだろうか.
農漁家レストランをめぐる研究では,これまで主に地域資源の活用,地域活性化,女性起業
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といった役割-の整理が主な視点であり,事業目的とその手段については殆ど明らかにな
っていない.
しかし農漁家レストランは,単なる収益追求以外の多様な事業目的を有し,それが独自の
存在意義と個性を作り上げている.そうした独自とも言える目的を実現するにはその手段,
手法-の工夫が必要になる.すなわち都市部に立地するレストランとは異なって不利な立
地にあるレストランが,日的達成のために選択する手段こそが重要である.それを示した表
が,第3表である.
第3表　経営目的と手段の対応関係(2010)
白き名 丿X??阯ｶ 兒?Y6?ﾂﾈ5(7?X6ｨ5?ｸ5h8x92?G書 
普後置 ?ｸﾖｸﾞﾉ_ｨｯﾉ&???ﾘ+ymｩ4?Y?蝌+R?H*(.仆ﾉI?X?;??ﾈ.冦ｩ4?音へんぴな楊所に人が来るような 工夫をするO S撫農薬七ヶ宿産の蕎麦粉.土佐 のかつおをお店で削る､国内産の 砂糖やみりんにこだわり｢田舎でし か提供できない蕎麦｣を提供した｡ S内装にいろりを使う､屋根を緑色 にするなど田舎風の雰囲気を演出 したc ?ｸ､ｨｼi9h?,ﾘ6X8ﾈ7(,ﾈ竧ﾝ?｢?ﾘ*ﾚH*姐?ｩ?.??H*h.?c??ﾈ-?yx姐?X+ﾚ??<h齪,Xﾔﾈﾙ?ﾘ?+X,H*(,?"?､?,hﾊx,ﾈﾔﾉ_?ｨ8?898??顋?ｹ*??X6X?7X8ｸ,?X*ｲ?*姐?ﾈ,ﾉ?/??ﾘ.h*H,?X,H*"?薬?ｿ耕作放棄地で育てた勲農薬の 七ヶ宿産の蕎麦の味への自信が ベース0 m徹底的にその地域の特性を活か した食材を開発し､それを際立てるよ うな調味料の厳選や.内装,外装に よる演出をしているo 
音特産品の開発と地域の詰りの形成 ?&闔h,X,ﾈ揵(hｧxﾕｨ,X,ﾈｻﾉI?X+??ﾋ?Xﾜ???ｲ???ｹ?ﾘ+?ｨ彧x開(?9h?*ﾈ,ﾈｻﾂ??/?h.?倡h*h.?h*JHｻﾉI??ﾘ.?ｴ?????????X,H*(.??
のんびり 檀 ?ｹ&闔h?ﾋ宙7??88?ｹ??8?ｸ8ｸ､ﾂ?,ﾈｨ駅?○浜の食堂と称して､自分で料理を して提供できる食堂からスタートし たc ?ﾔﾈﾙ?ﾙ<?偬?X,H*(,?(*｢?ﾘ+?ﾘ,I?*ｨ?-ﾈ,?H*(.薬?6X8ﾈ7)_ｨ防.(ﾗ9?辷?,?r?ｨﾔﾉ_???h,??H*(.薬?寰ﾌてられていたカニをアイデアで 活用することで､地域独自の総力を 創り上げているo 
○地域の一次産業や暮らしなど魅力 ?ﾈ4ｨ6ｨ,h.?ﾈﾋ?(､8,ﾉ??.?ﾈﾋ??,x/???ZIj9|ﾘ/?ﾈﾋ?X,H.?x*J? ?ｸ?ﾝｸ,ﾉ?ﾋ??ｨ8X?/?ﾙ'X+x.??,h,ZI&闔h,ﾉj9|ﾘ/?ﾙ?+X,H*(.薬?
の情報発信 ?ｸﾌ???,亶?H/???ZH+h,?ﾘ.?,h+X+ﾙ??/?X,H*(.???ﾆ?8?,h,ﾈ5(7?X6ｨ5?ｸ5h8x98,ﾈ鰾?H/?H雕+X*??H,?X/?X,H*(.薬?
着果 ?僞?h,ﾉ^?x+X.)E?h-h,ﾉyﾘ???r?Lソーセージ作り体験,蕎麦打ち体 験などの体験メニューを設置し.坐 産から加工の流れを理解してもら うo ?丶ｨｼi9h?,ﾙ69?*ﾉo?ｨ*ﾘ+?.x+X/??hxﾟﾈ,?H*ﾘ.ｨ.??xﾔﾂ???x/?X,H*ﾘ.ｨ+ﾖ?4?,ﾘﾗ9?辷?,ﾈ.?ﾈ,ﾈ-ﾒ?ｹ?*(/?ﾉ?6?h.??h,唏8ﾂ??x8?8,ﾈﾆ?H*ｨ.??h.?ｸ+R?H*(.?hｫH+jI??+X,H*(.?ｲ?｡子供会などを中心とした来客が多 く､親子の食育休験の鴇として活用 されているo 
漢農家の暮らしの面白さを伝え､新 ?冲i$(,??佰?ﾈ/?8*?ⅸ棈*｢??佰?ﾈ/?X+ﾘﾎ8,唏?ﾝｸ,?ﾂﾘ5｢ﾒ?
たに町に住みたいと考える人や買い 侈?h,?ﾘ,??ﾈ,Xﾊ?x.倡??X*姐??x/?y?ﾈ+x.??yH8*(辷*h+X,H*ﾘ.｢?
支えをしてくれる人を増やす目的 况ﾈ,i?+X,H*(.?ｲ?.傲??(*ｨ?x?H*(.??
七ヶ宿町の農民そばや芭蕉庵は,地域の耕作放棄地を失くし地域の誇りを作ることが主
目的の農家レストランである.その手段として,地元産の無農薬の蕎麦粉を利用した店舗を
経営している.また,その蕎麦を｢地域の誇りにする｣目的もあり,手段として蕎麦を活用し
た食育講座を,教育機関と連携して実施している.
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対して,経営者が把握した消費者の需要は小旅行的な空間を楽しみながら,田舎でしか
提供できない本物の蕎麦を味わうこと｣である.この需要-の対応として,経営者は料理の
材料とその品質に徹底的にこだわっている.無農薬の七ヶ宿産の蕎麦粉の素材の力を生か
すために,土佐のかつお,国内産の砂糖,みりんなど純度の高い素材との組み合わせで｢田
舎でしか提供できない本物の食｣を作り上げている.いろりや緑色の屋根など,田舎風の
雰囲気づくりも内装や外装への工夫も,小旅行的な空間を作り上げるための工夫である.
のんびり村は,地域で捨てられている食材の活用と,地域の魅力を伝えることを主の事
業目的としているレストラン兼民宿である.その日的の実現手段として,経営者であるSさ
んは,市場に出すと安く買いたたかれるヒラツメガニやムール貝などを,料理として提供す
ることで商品化をしている.
地元の人しか知らない地域の魅力を総合的に発信する手段として, Sさんは,体験メニュ
ーを設置している. ｢カニとり体験｣や｢海の船乗り体験｣などの体験メニューを通し,料
理だけではなく,食材が採れる生産の現場や気候などの魅力も含めたトータルな魅力を発
信している.カニ取り体験では,網にかかったヒラツメガニは地元では厄介者として扱われ
るが,その網からカニを外す作業を｢体験メニュー｣としている. ｢海の船乗り体験｣では
勘こ旦那さんの漁を一緒に体験できるメニューである.提供している｢食｣のコンセプトは
｢生産の現場とつながった食｣の提案である.
蔵楽の目的は,農家や農業の世界と消費者が双方向に理解しあう場を作り,買い支えし
てくれる消費者や,定住化を希望する人を増やすことにある.そのためにソーセージ作り
体験,蕎麦打ち体験などの体験メニューを設置し,生産から加工までの流れを目に見える
形で提供する手段を選択している.
実際に,体験をしたお客様が買い支えをするようになり,遊びにくるようになっている.
また,特に子供会など親子の使用は年間100名程度で,親子の食育体験の場所としても機
能している. ｢食｣のコンセプトは｢年産～加工一食｣のつながりを感じることができる｢食｣
である.
3)食のコンセプトと価値伝達
調香をした農漁家レストランでは,事業目的を達成させるために,いくつかの伝達手段
を有している.テレビなどのマスコミの報道,行政機関の広報的なアプローチ,独自のHP,
食育講座,体験メニューなどである.
芭蕉庵は,開業当初にテレビの報道が入り,それによって想定していた年間客数o) 5000
人よりも1,000人多い6,000人を集客できた.現在でもテレビで報道された後は,客数が
通常の2倍になるなど宣伝効果は大きい.また,お客様の声を確認するために｢落書き帳｣
を置き,お店の感想や改善点などを把握している.地域内o)誇り形成のためには,七ヶ宿
内の小中学校での｢蕎麦打ち体験講座｣を実施し,次世代- ｢蕎麦｣を伝えることを重視
している.
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のんびり村は,テレビや行政の広報と口コミで主にお客が集まっている.魅力を伝える
ための手段としては,一日限定1組に人数制限をかけた上での丁寧なコミュニケーション
と,海で船に乗り実際に網からカニを外すなどの漁業体験のメニューを準備している.
蔵楽は,開業当初は旧田尻町がちらしやHPの作成支援をした.魅力を伝える手段として
は,お客様を友達として扱う接客とコミュニケーションと,ソーセージ作り体験･蕎麦打
ち体験などの体験メニューを準備している.
3つの農漁家レストランに共通していることは,開業初期は,テレビや行政の広報など外
部からの力によって宣伝されていること,また,その後継続的に独自の魅力を発信するため
のツールとしてば丁寧な交流や体験メニュー,食育講座など,具体的な｢交流･体験･コミ
ュニケーション｣が重視されていることである.
こうした交流や体験,コミュニケーションが重視されているのは,農漁家レストランにお
ける｢食のコンセプト｣の特性に関係が深いと考えられる. 3つの農漁家レストランで提供
している食のコンセプトである｢田舎でしか提供できない本物の食｣や｢牛産･加工とつ
ながっている食｣は農山漁村という生産の現場や生産者の生活と関連の深い｢食｣である.
よって,交流や体験,丁寧なコミュニケーションといった年産の現場や人と関わる形の価値
伝達が効果的となる.こうした価値伝達のスタイルこそが,農漁家レストランの多様な事業
目的を支えている.
4.まとめ
1)経営者の事業目的と手段の対応関係
前章における考察によると,経営者の事業目的は多岐に渡る.経営者の事業目的,その
日的を達成するために経営者が選択している手段,および目的と手段の対応関係から見え
る経営体の特徴や共通項は以下となる.経営者の事業目的は,主に芭蕉庵が耕作放棄地対
策,地域の特産品の開発と誇りの形成,のんびり村が地域の魅力発信と地域資源の活用,
蔵楽が農家･農業側と消費者の相互理解の促進,買い支えする消費者の増加,定住化促進
など,である.
･方, 3つの店舗に共通する事業目的は,以下の3点である.
第　一に,人を呼び込むことで地域活性化を図る.
第二に,活用されていない地域資源を有効に活用する.
第三に,地域の魅力や地域の誇り,農家の暮らしや農業などを｢伝える｣ ｢広める｣こと
で,支え手や担い手を作る.
である.これらをより具体的に述べれば,農漁家レストラン経営者は,その立地環境にあ
る地域課題,例えば高齢化や耕作放棄地の増加,未利用資源の存在に危機感を抱き,こうし
た目的を達成するために,人を地域に呼び込むこと,魅力を総合的に発信することを地域資
源を活用しながら目指している.こうした[的を達成するために経営者が選択している手
段は以下の通りである.
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第-に,その地域の特性を活かした独自性のある食を,風景やお店の内装や外観-の工
夫,体験メニューなどと組み合わせ,トータルで提供している.第二に,地域の魅力や農家
や農業,特産品に関しての理解を広めるために,食育講座の実施や,丁寧なコミュニケー
ションなどを徹底している.
先行研究では,農漁家レストランの役割やその特続的経営の条件は地域農業との連携,地
域の独自性(地域資源)の活用,農村の情報発信,交流拠点,地域情報の集積などの視点から
説明されている.
これらの｢役割｣の持続性のためには,事業目的に則した｢体験｣ ｢交流｣ ｢コミュニケー
ション｣といった手段が選択されることが重要であるということが明らかになった.農漁家
レストランの役割の実現には,多様な事業目的を実現させるための手段として, ｢体験｣ ｢交
流｣ ｢コミュニケーション｣といった価値伝達が必要である.
2)今後の課題
本稿では,農漁家レストランの役割を,その事業目的と手段の関連性の視点から分析し
た.
今後の課題としては,中心的な手段であった｢体験｣ ｢交流｣ ｢コミュニケーション｣に
対する訪問客の意向を,訪問客の視点から明らかにする必要がある.また,これらが持続的
であるためには,そうした事業目的が消費者の意向とどのようにマッチしているのか,とい
った点についてさらに検証する必要がある.
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